
歴史  0 9 中 2  社会 小テスト  その 2 こたえ

田沼の政治と寛政の改革
名前

月 日

古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治

今
日
の
問
い

田沼意次と松平定信は、幕府の政治をどのように立て直そうとしただろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 商業がさかんになり、 の力が強まった。 (10点)

2 江戸の湯島にあった幕府の学校を という。 (10点)

3 厳しい取りしまりへの反発をまねき、松平定信は ほどで老中をやめた。 (10点)

4 田沼の政治のころに起こり、多くの人が飢え死にした大ききんを という。 (10点)

5 田沼意次は、 だけにたよらず、商業の力を生かそうとした。 (10点)

6 株仲間には、 を納めさせた。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 田沼意次が干拓を始めたのは、浅間山である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 寛政の改革では、朱子学以外の学問を教えることが禁じられた。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 俵物について、正しいものを選びなさい。　( ウ )

ア 大名がたくわえた米である イ 銅のことである

ウ 長崎貿易で輸出された海産物の干物である エ 印旛沼でとれた魚である (10点)

10 松平定信について、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア 田沼意次の前に老中だった イ 吉宗の孫で寛政の改革を行った老中である

ウ 株仲間を認めた エ 長崎貿易をさかんにした (10点)

得点 / 100

町人

昌平坂学問所

6年

天明のききん

年貢

営業税

印旛沼

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

ちりつもドリル
学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへの掲載・

販売はできません。
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